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研究成果の概要（和文）：本研究は、手術をした乳がん患者の退院時の支援内容・方法に関して患者・医療者・
研究者の共同によるモデル構築を目的とした。まず、207施設に所属する乳がん手術後ケアを実施している1250
名から「退院時の支援内容・方法」に関する回答を得た。この結果、退院支援としてよく実施しているのは、
「外来通院の必要性」「手術による傷の観察方法」などであった。次に、入院中に受けた退院支援の内容とニー
ズについて明らかにするために全国の「乳がん患者会」の会員に調査を行って約100名から回答を得た。「患者
会・下着に関する情報がほしい」「傷の状態の説明をしてほしかった」などのニーズが出された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a model for support of breast cancer patients 
following operation and provided at the time of discharge. The details and methods of the support 
were discussed by the collaboration of patients, medical professionals, and researchers. We 
conducted a questionnaire survey related to “details and methods of support at discharge”, and 
collected 1250 responses from the staff of 207 hospitals that provide breast cancer post-operative 
care. It was found that the “necessity of outpatient visit” is commonly included in the support at
 discharge. We also conducted a survey of members of “Breast Cancer Patient Associations”, 
nationwide, to identify particulars and needs in the support at discharge, and collected about 100 
responses. The needs reported by the patient association respondents include “information about 
patient groups/associations and about underwear” and “explanation about the state of wounds.
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１．研究開始当初の背景 

わが国において、乳がんは女性のがん罹患

率では第 1位であり、死亡率も毎年増加して

いる。年齢調整罹患率も乳がんが最も高く 30

歳代から増加して 40歳代後半から 50歳代前

半でピークを迎える（独立行政法人国立がん

研究センターがん対策情報センター, 2007）。

乳がんの治療方法の第一選択として手術療

法があり、術式の工夫で手術部位の縮小化が

進んでいる。しかし、手術後 6ヶ月以内から

発症する乳房切除後疼痛症候群（Post 

Mastectomy Pain Syndrome）、リンパ節郭清

術によるリンパ浮腫、上肢の機能障害などの

後遺症が生じることがある。これらの身体的

症状は、心理的・社会的・スピリチュアルな

苦痛を惹起することが予測できる。 

実際に研究代表である城丸がこれまでに

実施した研究結果でも手術後の継続した苦

痛の様相が示されている。例えば、乳がん患

者の手術後に行われるホルモン療法によっ

て調査対象者の約6割に血管運動神経症状が

出現する（城丸・中谷他, 2005）。10 人の乳

がん患者のインタビューデータからは、手術

後の化学療法による嘔気や脱毛による心身

の苦痛が生じる事が明らかになった（大高・

城丸他, 2010）。また、2000 年代に出版され

た乳がん患者が著した闘病記 22 冊を分析し

て、乳がん体験による身体的苦痛として、【初

期治療に至るまでの自覚症状】【手術直後の

耐え難い痛みと感覚異常】【転移の痛みによ

る身体機能および ADL の低下】などに加えて

【術後 3か月以上継続する痛みと感覚異常】

があり、多様な身体的苦痛が継続する可能性 

を示した。

（Sato,Kadobayashi,Shiromaru,2014）。これ

らのことから乳がん患者が継続的な痛みを

軽減するためには、トータルペインを予知し、

早期から身体的、精神的苦痛の緩和に対する

取り組みが必要となる。このような乳がん手

術後のトータルペインを予防・緩和するには

退院時の支援が必要と考える。 

 
２．研究の目的 

本研究は、手術をした乳がん患者の退院時

の支援内容・方法に関して患者・医療者・研

究者の共同によるモデル構築を目的とする。 

第一段階として全国の乳腺科を標榜する施

設に勤務する看護師に調査を行い、乳がん手

術後の退院支援の現状と課題を明らかにす

る。第二段階として「乳がん患者会」などに

所属する手術後患者に調査を行い、入院中に

受けた退院支援の内容とニーズについて明

らかにする。 

 

３．研究の方法 

１）看護師調査：2016 年に「日本乳癌学会」

のホームページにある「認定・関連施設」940

施設に研究協力依頼を行った。閉院などによ

り連絡不可能であった 3施設を除いた 937施

設のうち研究協力の承諾を得られた305施設

を対象に、乳がんの手術後ケアを行っている

病棟に勤務する看護師を 1 施設につき最大 5

名までとして総数1,525部の調査用紙を郵送

した。調査内容は、実施している退院支援方

法・内容などである。 

２）患者調査：術式を問わず乳がん手術後 2

年以内を条件とし、2016年に全国の130の「乳

がん患者会」に調査協力の依頼を行った。 

 
４．研究成果 
１）看護師調査 

305 施設のうち 207 施設の看護師から

1,227 部の回答を得た。このうち、最大 5 名

を超えて回答していただいた施設があり、対

象者数に含めた。施設の診療形態として総合

病院 1,064 施設（88.3％）、専門クリニック

18 施設（1.5％）その他 86 施設（7.0％）で

あった。 



（１）退院支援の時期・回数・方法 

退院支援の時期：複数回答で「入院してから手

術直前」476 名（38.8％）、「手術直後から手術

後 2～3 日」766 名（62.4％）、「退院日の決定

後」396 名（32.3％）、「その他」185 名（15・1％）

であった。「その他」の内訳として、「ドレーン

が抜去されたころ」8名、「手術後 2・3日ころ」

などの回答がみられた。 

（２）退院支援の平均時間：退院支援 1回にあ

てる時間の平均は「15 分未満」386 名（31.5％）、 

「15 分以上 30 分未満」671 名（54.7％）、「30 

分以上 60 分未満」131 名（10.7％）、「60 分 

以上」20 名（1.6％）であった。 

（３）退院支援方法：退院支援方法について

複数回答で回答を求め、「いつも行う」「とき

どき行う」を合算した結果、「パンフレット・ 

冊子を用いる」は 115 名(90.9％)、DVD など 

の視聴覚教材を用いる」は 260 名（21.1％）、 

「補正下着・パッドを用いる」は 565 名 

（46.0％）、「個人に行う」は1,133名（92.3％）、 

「グループで行う」は 109 名（7.9％）、その 

他の内容として「パンフレットを渡してい 

る」「PNS を導入しているため、個人のときと 

パートナーと 2人で行う時がある」「タオル 1 

枚を使って体を温めるケアを行う」「「リハビ 

リ方法の実演」などの回答がみられた。 

（４）退院支援内容    

実施している退院支援の内容 31 項目に対

して「行っていない」「どちらかといえば行

っていない」「どちらかといえば行っている」

「よく行っている」で回答を得た。「よく行

っている」支援内容で多かった項目は順に

「手術をした側の運動方法」842 名(68.6%)、

「重たい荷物を持たない理由と方法」762 名、

「手術による傷の観察方法」730 名、「受診が

必要となる症状」715 名、「手術による傷の対

処方法」706 名であった。一方、支援内容で

少なかった項目は、「バンテージの目的と方

法」69 名、「ホルモン療法の作用と副作用」

132 名、「弾性スリーブの目的と装着方法」132

名、「放射線療法の作用と副作用」149 名であ

った。自由記述として「手術後、病理の結果

が出るまで4週間かかるため病理のＩＣは外

来で行い治療（ケモ、ラジ、ホルモン）につ

いても外来で行うことがほとんどです。特に

ラジは施設になく他院のため入院中にラジ

が決定しない限りは支援することがない」

「術後すぐの患者さんにはリンパ浮腫予防

のための日常生活指導と、保湿、すぐに受診

したほうが良い症状がどういうものなのか

をメインにして説明している」「リンパ浮腫

に関してはリスクが高い人にはセルフマッ

サージについて話をする」などの回答がみら

れた。 

（５）退院支援に必要な知識 

退院支援に関する 31 項目に対してどの程 

度知識を有しているか「知らない」「あまり

知らない」「知っている」「よく知っている」

で尋ねた。各項目の「よく知っている」知識

の項目は「手術による傷の観察方法」452 名、

「外来通院の必要性」417 名、「退院時処方薬

の服用方法」417 名、「手術をした創の運動方

法」384 名、「重たい荷物を持たない理由と方

法」379 名であった。一方、「よく知っている」

の回答が少なかった項目は、「心理的な不安

への対処方法」137 名、「運転時のシートベル

ト装着方法」136 名、「仕事の復帰時期」117

名、「乳がん患者会の情報」94 名、「バンテー

ジの目的と方法」79 名であった。 

 

 その他、退院支援に対する満足度・病棟支

援に対する病棟看護師以外の職種が実施し

ている退院支援などについて回答を得、今後

順次分析・発表の予定である。 

 

２）患者調査 

 83名の回答があり、平均年齢58.77±11.92



（最大 88、最小 34）であった。入院中に病

棟看護師から退院後の注意点について聞い

たのは 83 名中 71 名であり、聞いていないが

8 名、覚えていないが 4 名であった。入院中

に行われた退院支援の時期について複数回

答で求めたところ、①入院してから手術直後

は 8名、手術直後から手術後 2・3日は 35名、

退院日の決定後は 25 名であった。退院支援

全体に関する自由記述では、「患者会・下着

に関する情報がほしい」「傷の状態の説明を

してほしかったと」と情報提供のニーズがみ

られた一方、「入院中に説明を受けることが

多かったが気持ちが落ち着かなかった」との

回答もみられた。また「全く資料を読みあげ

る説明だった」と退院支援の方法に関する回

答もみられた。さらに「支援内容が地域や病

院にばらつきがありすぎる」「今後の生活や

がんとどのように向き合っていくか聞いて

ほしい」などの回答もみられた。 

考察：回答者のうち約 9割は看護師から退院

後の生活上の注意点について説明があった

と回答したが、1割が「聞いていない」「覚え

ていない」と回答していた。乳がん手術後は

リンパ浮腫や感染予防に対するセルフケア

が必要となるため、「聞いていない」「覚えて

いない」患者への退院支援は今後の課題と考

える。退院後の生活に関する説明時期は入院

前～退院日確定まで行われていた。自由記述

の中で入院中行われる説明に関して落ち着

かなさを感じていた対象もいるため、退院後

の生活に関する情報の量や提供時期につい

て、受け手の状況を考えながら実施すること

が必要である。また、資料を用いたときの説

明方法の工夫や患者の知りたい・話したいニ

ーズを適宜アセスメントして実施すること

の必要性がうかがわれた。 

（ TNMC & WANS International Nursing 

Research Conference 2017 で発表した内容の

和文） 
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